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アンゴラ共和国月報 

２０１８年４月号 

在アンゴラ日本国大使館 

 

主な出来事 

【内政】 

●２７日に開催されたＭＰＬＡ政治委員会において，９月後半に第６回臨時党大会が

開催され，ドス・サントスＭＰＬＡ党首が党首を辞し，ロウレンソ大統領がＭＰＬＡ

党首に立候補することが決定。 

●地方選挙に関し，政府は２０２０年には条件の整った自治体のみで選挙を行い，そ

の後段階的に全自治体における選挙を実施していくとの方向性を発表。 

【外交】 

●２４日，当地にて，ＳＡＤＣダブル・トロイカ臨時首脳会合が開かれた。 

●アンゴラ・シンガポール両政府の間でアンゴラ国営航空（ＴＡＡＧ）とシンガポー

ル航空が近日中に直行便を就航する旨の合意書に署名がなされた。 

【経済】 

●アンゴラ財務省は、マクロ経済安定化計画履行のため，ＩＭＦに対し Policy 

Coordination Instrument(PCI)の支援を依頼。 

●２３日，世銀・ＩＭＦ春期会合において，マンゲイラ財務大臣は２０億ドルのユー

ロ債発行に関するプレゼンテーションを投資家に向けて行う。

内政 

１．政府の未払い債務弁済 

ヴェラ・ダヴェス財務副大臣は，２０１４年～

２０１６年間に政府に対してサービスを提供した

と国家財政管理統合システム（ＳＩＧＦＥ）に記

録されているにも関わらず対価が未払いである会

社に対する支払いを今後２年間の間に行うと発表。

サービスを提供した主な分野は土木，各種サービ

ス提供会社等。未払い金額の総額は約１８億３３

００万ドル(OP 4/2)。 

２．ジャカ・ジャンバ国会議員死去 

４月１日，ＵＮＩＴＡ国会議員で元国会副議長

のジャカ・ジャンバ議員が６９歳で死去した(JA 

4/2)。 

３．地方選挙実施 

（１）５日、アルメイダ国土国家改革大臣はアン

ゴラ在住の外交団に対し２０２０年に実施する予

定の地方選挙プロセスについて説明。憲法に基づ

き，２０２０年には条件の整った自治体のみで選

挙を行い，その後段階的に全自治体における選挙

を実施していくとの方向性を発表（外交団向けブ

リーフィング）。 

（２）最大野党ＵＮＩＴＡの党首であるサマクヴ

ァ氏は、１７日に行われた記者会見で与党ＭＰＬ

Ａが主張する地方選挙の導入案につき反対意見を

表明。与党ＭＰＬＡ案である、条件の整う自治体

のみで実施する方法につき、中央集権化を守るた

めの措置であるとして批判し、全ての自治体で選

挙を行うべき旨を改めて主張した(JA 4/18)。 

（３）３０日，アンゴラとカーボヴェルデは２０

２０年に予定されているアンゴラでの地方選挙実

施のため，人材育成，経験の共有，政府機関間で

の交流を通じた協力を行うことに合意(JA 4/30)。 

４．マランジェ州で州知事退任を求めるデモ 

http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/morreu_deputado_jaka_jamba
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/morreu_deputado_jaka_jamba
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/presidente_da_unita_rejeita_o_gradualismo
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola_e_cabo-verde_assinam_acordo_no_dominio_da_administracao_autarquica
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多くの若者がマランジェ州知事であるノルベル

ト・ドス・サントス氏に辞任を求めてデモを実施。 

同州の様々な政策（教員の採用に関する試験やモ

トタクシーと呼ばれるバイクタクシーの禁止等）

への反対が理由(OSB 4/5)。 

５．ルアンダ大都市マスタープラン 

４月２日の大統領令で、ルアンダ大都市マスタ

ープランの担当はアナ・パウラ・カルヴァーリョ

国土住宅大臣であることがわかった。本計画はル

アンダのインフラを整え大都市化することが目的。

プランはイザベル・ドス・サントス氏の会社が策

定している(OBS 4/5)。 

６．ソブリンファンド不正送金  

 ９日、アンゴラ財務省は、フィロメノ・ドス・

サントス前ソブリンファンド総裁時代にイギリス

へ不正送金された５億ドルは既にアンゴラ中央銀

行が回収していると発表(各紙 4/10)。 

７．公立教員のストライキ 

１０日，教育省と全国教師連合（SINPROF）と

の間で協議が開かれ，今週９日に始まった公立学

校の教員のストライキ（大学を除く）に関して議

論が行われたが結果として合意には至らなかった。

主な争点は教師の雇用ステータス及び待遇の向上

（JA 4/11)。 

８．デング熱の疑い 

クアンザ・ノルテ州において，直近５日間の間

に７８件のデング熱の発症が疑われるケースが確

認されたことについてアンゴラ政府は調査を続け

ている(OBS 4/10)。 

９．コンゴ（民）からの避難民 

ルンダ・ノルテ州に滞在しているとされる３万

５０００人のコンゴ（民）からの避難民のうち，

１万１０００人が避難民キャンプに滞在していな

いことが判明。ＵＮＨＣＲと移民局は近日中に行

方がわかっていない避難民の捜索を始める(JA 

4/13)。 

１０．地雷除去の進捗 

アンゴラ国土の内，地雷が埋まっている可能性

があるとされている地域が９４３５万２３７５平

方メートル，地雷があるかどうかが未確認な地域

が６４３０万０５３０平方メートル存在している。

州別で言えばクアンド・クバンゴ，モシコ，ビエ，

クアンザ・スル，ウイジェ州はより多くの地雷及

び他の爆発物が残存していることが確認されてお

り，ルアンダ，ナミベ，マランジェ，ウアンボ州

はより州内地雷除去の達成に近いとされる(JA 

4/16)。 

１１．競争法が国会通過 

１９日，国会において，モラルと倫理を尊重し

公正な経済活動を保護する内容の競争法が可決さ

れた。同法によれば，今後企業間での競争を監督

する政府機関が設立される見込み(AP 4/19)。 

１２．公務員給料の支払い停止 

財務省によれば，アンゴラ全土で約６万４００

０人の公務員の４月分報酬の支払いが停止された。

これは２０１５年９月に始まった公務員の再登録

プロセスにおいて，データ不足，提出書類の不備，

公職を兼職するケース等が見られた公務員が対象

となっている(OBS 4/19)。 

１３．ヌンダ・アンゴラ国防参謀総長の罷免 

２３日，ロウレンソ大統領は，ヌンダ・アンゴ

ラ国防参謀総長を罷免し，アントニオ・エジディ

オ・デ・ソウザ・イ・サントス現アンゴラ国防参

謀副総長（愛国教育担当）を新国防参謀総長に任

命した。ヌンダ氏は５００億ドルの詐欺案件に関

与しているとされ，検察局による捜査の対象とな

っていた(NJ 4/23)。 

１４．サンゴ対外情報長官の罷免 

２３日，ロウレンソ大統領はアンドレ・デ・オ

リヴェイラ・サンゴ対外情報庁長官を罷免。サン

ゴ氏は２０１２年以降同職についていた。後任に

はジョゼ・カエタノ・イジノ・デ・ソウザ現アン

ゴラ国防参謀副総長（作戦・開発担当）が任命さ

れた(AN 4/23)。 

１５．ＭＰＬＡ党首の交代 

２７日に開催されたＭＰＬＡ政治委員会におい

て，９月後半に第６回臨時党大会が開催されるこ

とが決定された。また同臨時党大会においてド

ス・サントスＭＰＬＡ党首が党首を辞し，ロウレ

https://observador.pt/2018/04/05/angola-dezenas-de-jovens-manifestaram-se-exigindo-a-demissao-de-governador-de-malanje/
https://observador.pt/2018/04/05/angola-presidente-entrega-coordenacao-de-plano-diretor-de-luanda-a-ministra/
http://jornaldeangola.sapo.ao/sociedade/encontro_entre_educacao_e_sindicato_sem_consenso
https://observador.pt/2018/04/10/surto-suspeito-de-dengue-em-localidade-angolana-com-78-casos-em-cinco-dias/
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/onze_mil_refugiados_da_rdc_procurados_na_lunda-norte
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/onze_mil_refugiados_da_rdc_procurados_na_lunda-norte
http://jornaldeangola.sapo.ao/reportagem/angola_prossegue__a_guerra_da_desminagem
http://jornaldeangola.sapo.ao/reportagem/angola_prossegue__a_guerra_da_desminagem
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/3/16/Lei-concorrencia-sanciona-agentes-que-causam-danos,ebe051bc-523d-4389-8be2-adbdbd3aafa9.html
https://observador.pt/2018/04/19/irregularidades-cortam-salarios-a-64-mil-funcionarios-publicos-angolanos/
http://novojornal.co.ao/politica/interior/general-nunda-exonerado-mexidas-estendem-se-a-servico-de-inteligencia-externa-casa-militar-e-nao-so-em-actualizacao-52843.html
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/57758/andre-de-oliveira-sango-deixa-direccao-do-servico-de-inteligencia-externa
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ンソ大統領がＭＰＬＡ党首に立候補する運びとな

ることが決定された(JA 4/28)。 

 

外交 

１．アンゴラ・キューバ関係 

１０日よりサルヴィアノ・セケイラ国防大臣は

キューバを訪問している。今次訪問の目的は両国

間の防衛部門における協力を深めるため(JA 

4/11)。 

２．アンゴラ・コンゴ（民）関係 

１０日，ジャン・クラウデ・ガコソ・コンゴ

（民）外相はンゲソ・コンゴ（民）大統領のメッ

セージをロウレンソ大統領に伝達するためルアン

ダに到着。滞在期間は２４時間を予定(AP 4/10)。 

３．アンゴラ外交 

１１日、アゴスティーニョ・ヴァンドゥーネン

外務事務次官は、本年１２月までに１０の在外公

館・代表団を一時的に削減することとし、将来的

に財政等の条件が改善した際に活動を再開する方

針を発表（JA 4/12）。 

４．アンゴラ・英国関係 

１３日、Baldwin 英アフリカ担当大臣は、アン

ゴラを訪問しロウレンソ大統領やアウグスト外務

大臣、マヌエルＪｒ大統領府大臣、タヴァレス内

務大臣と意見交換。農業、エネルギー、人材育成

分野で協力関係を強化したい旨を伝えるとともに、

今年中にロウレンソ大統領を英国へ招待したい旨

伝達した(PA 4/14)。 

５．アンゴラ・ボツワナ関係 

１２日，ルアンダにてマシシ・ボツワナ大統領

はロウレンソ大統領と面談し，両国はＳＡＤＣ，

アフリカ連合（ＡＵ），国連等の国際舞台におい

て協力を行うことを約束した。また大湖地域，と

りわけコンゴ（民）における平和についての議論

が行われた(JA 4/13)。 

６．アンゴラ・シンガポール関係 

アンゴラ・シンガポール両政府の間でアンゴラ

航空（ＴＡＡＧ）とシンガポール航空が近日中に

直行便を就航する旨の合意書に署名がなされた。

当面は週４便を予定しており，２０２３年には週

７便への増便を想定している(JA 4/20)。 

７．ルアンダでのＳＡＤＣ会合開催 

２４日，当地にて，ＳＡＤＣダブル・トロイカ

臨時首脳会合が開かれた。同首脳会合には南ア大

統領，ナミビア大統領，エスワティニ王国（旧ス

ワジランド）国王，アンゴラ大統領，ザンビア大

統領，タンザニア副大統領の他，コンゴ（民）大

統領，レソト王国首相が参加した。会合ではレソ

ト，コンゴ（民），マダガスカルにおける政治・

軍事情勢に関して議論がなされた(JA 4/25) 。 

８．ロウレンソ大統領のコンゴ共和国訪問 

２９日，コンゴ共和国において開かれたサミット

において，ロウレンソ大統領は，アンゴラはこれ

までにコンゴ盆地の理性的かつ持続可能な管理に

寄与するための「コンゴ盆地ブルー基金」に融資

を行ってきている旨発言し，他のアフリカ諸国も

同基金へ融資するよう呼びかけた(OBS 4/29)。 

 

経済 

１ 主要経済指標 

（１） 物価 

ア 国家統計院（INE）が発表したアンゴラ全国

版の４月期の年間インフレ率は，20.22%だった。

昨年同月比で 14.58％下落した。月間物上昇率は

1.22％。 

イ 物価指数が前月比で最も上昇したのは，各種

モノ・サービス(1.85%)，レジャー・レクリエー

ション・文化 (1.81%) ，衣服 (1.71%) ，保健 

(1.69%)。 
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インフレ率(%) （出展：ＢＮＡ, ＩＮＥ） 

全国インフレ率 

http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/joao_lourenco_assume_mpla_no_congresso_de_setembro
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola_e_cuba_estreitam__relacoes_de_cooperacao
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola_e_cuba_estreitam__relacoes_de_cooperacao
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/3/15/Congo-envia-mensagem-Joao-Lourenco,8e0af7de-4576-4df5-9db6-c2e88b5d3138.html
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/missoes_diplomaticas_fecham_ate_dezembro
http://www.governo.gov.ao/VerNoticia.aspx?id=34891
http://jornaldeangola.sapo.ao/sociedade/taag_voa_para_singapura
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/sinais_positivos_vem_da_rdc
https://observador.pt/2018/04/29/angola-pede-contribuicoes-financeiras-para-fundo-de-preservacao-da-bacia-do-congo/
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（２）金利 

ア ３０日に開催された金融政策委員会（CPM）

は，政策金利の BNA 基礎利率（Taxa BNA）は，

年率 18.00％を維持と発表。 

イ 流動性吸収ファシリティ（市中銀行がＢＮＡ

に預けている準備預金のうち，法定額を超過した

部分に対する利率）は年率 0.00%を維持。 

ウ 限界貸出ファシリティ（BNＡから市中銀行へ

のオーバーナイト物貸付金利）は年率 20.00%で

前月と変わらず。 

エ クワンザ建て及び外貨建て銀行口座における

最低預金額高をそれぞれ２１％，１５％で維持。 

 

（３）為替市場 

 ４月３０日，為替相場は１USD＝225.95184AKZ

で推移。 

 

（４）BNA 発表の外貨準備高統計 

 

 

 

 

（５）マネーサプライ統計 
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金利（％） （出展：ＢＮＡ） 

BNA基礎金利 

ｵｰﾊﾞｰﾅｲﾄ限界貸出ファシリティ 

ｵｰﾊﾞｰﾅｲﾄ流動性吸収ファシリティ（７日） 

再割引利率 

LUIBORオーバーナイト物貸付金利 

ｵｰﾊﾞｰﾅｲﾄ流動性吸収ファシリティ 
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２．外貨オークション 

（１）今年１月～３月にかけてアンゴラ中央銀行

は市中銀行に対し２２億４５９０万ユーロを放出。

この額は前年同期間比で５１．３％の下落(ME 

4/3)。 

（２）アンゴラ中央銀行は１０日に実施した外貨

オークションの販売先リストを初めて公表した。

このオークションでは５０００万ユーロが市場に

放出され、同リストによれば、エコノミコ銀行、

ＢＰＣ銀行、ＢＩＣ銀行がそれぞれ６．３百万ユ

ーロを割当てられ、トップとなった（EX 4/13）。 

（３）１７日，１７の市中銀行の参加のもと外貨

オークションが執り行われ，１億ユーロが原材料

の輸入，５０００万ユーロは輸入工業製品の支払

いに振り当てられた。今回の外貨オークションを

通じて為替相場の変動は起こらず。年始からこれ

までに１８回開かれた外貨オークションにおいて，

クワンザ／ユーロの為替相場が変動しなかったの

は今回を含んで３度のみである(OBS 4/19)。 

３．石油業界 

（１）石油製品輸入企業 

３月１５日，これまでアンゴラへの石油製品の

輸入に携わってきた Trafigura 社及び Vitol 社に

とって代わり，Glencore Energy UK Limited 社

及び Totsa Total Oil Trading 社が同サービスを

提供するため新しく契約された。この新規２社と

の契約書の内容は公表されず(VE 4/2)。 

（２）石油部門再編 

４月２日の大統領令により，石油メジャーとソ

ナンゴル間の作業プロセスにおけるビューロクラ

シーを減らし，石油メジャーにより権限を与える

形で業務の効率化を図ることが決定された(OBS 

4/6)。 

（３）伊ＥＮＩ 

３月２３日の鉱物資源・石油省令により、伊Ｅ

ＮＩがカビンダ北部陸上油田の権益１６％の取得

を承認。また同日の省令により、帝国（ＩＮＰＥ

Ｘ）から１７％の権益を取得し、同鉱区における

出資比率が４８％となった（JA 4/12）。 

（４）３月の原油生産は減少 

ＯＰＥＰの月例報告によるとアンゴラの原油生

産は減少し、日量１５２．４万バレルとなり、２

月時点から８万１７００バレルの減少（AN 

4/16）。 

（５）石油セクター税収 

３月の原油輸出による税収は９．５億ドルとな

り、経済危機の開始前となる２０１４年９月以降

では最高税収額の月となった。なお３月の原油輸

出は４３１２万バレル（前月比マイナス１５４万

バレル）となった（AN 4/23）。 

（６）仏トタル社の新油田開発 

トタルが権益を持つ３２鉱区の Kaombo 深海油

田における石油生産が今年８月～９月に開始され

る見込み。同鉱区における生産量は１０万バレル

／日と見込まれる(AN 4/30)。 

（７）ソナンゴルの石油権益の一部売却 

２０日，ソナンゴルは自社が保有しており，探

査段階にある２０／１１鉱区及び２１／０９鉱区

の権益の一部売却を行うと発表した。売却の手続

きは今年７月３１日までに完了する見込み。２０

／２１鉱区は現在ソナンゴルが３０％，ＢＰが３

０％，オペレーターのコバルト社が４０％を保有

しており，２１／０９鉱区はソナンゴルが６０％，

オペレーターのコバルトが４０％保有している

(JA 4/21)。 

４．アンゴラ投資指数 

Quantum Global が出すアフリカ投資指数にお

いてアンゴラは５つ順位を上げ，第１９位にラン

クインした。主な要因は国際市場における油価の

上昇，ビジネス環境の改善，経済状況の改善(OP 

4/4)。 

５．公共事業契約の見直し 

４月２日の大統領令により，政府が２０１３年

以降の経済危機によって休止或いは延期となって

いた公共事業の契約の見直しを行うことが決定。

具体的には公共事業の請負会社，監査会社，コン

サル会社との契約の見直しが行われる(JA 4/7)。 

６．政府による補助金 

http://www.mercado.co.ao/banca/bna/venda-de-divisas-pelo-bna-cai-513-ate-marco/
http://www.mercado.co.ao/banca/bna/venda-de-divisas-pelo-bna-cai-513-ate-marco/
https://observador.pt/2018/04/19/angola-em-18-leiloes-de-divisas-apenas-tres-nao-mexeram-no-cambio/
https://observador.pt/2018/04/06/governo-angolano-agiliza-e-simplifica-negocios-para-as-operadoras-petroliferas/
https://observador.pt/2018/04/06/governo-angolano-agiliza-e-simplifica-negocios-para-as-operadoras-petroliferas/
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/sonangol_autoriza_aquisicoes_da_eni
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/57669/angola-produziu-menos-petroleo-em-marco
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/57669/angola-produziu-menos-petroleo-em-marco
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/57756/receitas-fiscais-com-o-petroleo-atingem-maximos-de-mais-de-tres-anos
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/57828/petroleo-kaombo-o-acordar-do-monstro-das-aguas-ultra-profundas
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/sonangol_promove_venda__de_dois_blocos_de_petroleo
https://opais.co.ao/index.php/2018/04/04/analise-diaria-classificacao-de-angola-melhorou-5-lugares-no-indice-de-investimento-de-africa/
https://opais.co.ao/index.php/2018/04/04/analise-diaria-classificacao-de-angola-melhorou-5-lugares-no-indice-de-investimento-de-africa/
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/governo_deseja_renegociar_obras_paralisadas_pela_crise
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２０１５年，アンゴラ政府はガソリン等石油製

品の価格を抑えるため１２億ユーロを燃料補助金

として支出した(OBS 4/6)。 

７．アンゴラ衛星 

ロシアのメディアによれば、アンゴラ政府とロ

シア政府は、Angosat-1 に続き、第２のアンゴラ

の衛星となる Angosat-2 のプロジェクトにつき交

渉中（AN 4/16）。 

８．３月のインフレ率 

３月のインフレ率は２０．９％で２０１６年３

月以降二年間で最も低い数値を記録した。昨今の

クワンザ安は物価上昇に影響を与えていない模様

(OP 4/13)。 

９．アンゴラ・中国関係 

（１）中国企業による国内人材育成 

アンゴラで住居建設，インフラ，港湾，電力エ

ネルギー生産の分野で１０年以上活動を続けてい

る China Gezhouba Group Company(CGGC)は，企

業の社会的責任の観点からアンゴラ人技術者の育

成に注力し，小グループを定期的に中国での研修

のために派遣することを検討している(JA 4/13)。 

（２）中国の地方への支援 

Cui Aimin 駐アンゴラ中国大使は，同国がウア

ンボ州に２０１６年に建設した学校を視察した際，

今年中に中国は同州における工業及び農業分野に

新規投資を行うと話した。また農業に特化した職

業訓練学校も建設し，同訓練学校ではアンゴラ人

及び中国人の専門家により種子，農産品加工等に

ついての授業が実施される見込み(AP 4/24)。 

１０．アンゴラ・イタリア関係 

イタリアの食品大手会社 Cremonini 社が同グル

ープ会社の Inalca 社の仲介を受け，来年から３

年間の工期で国家農産品センター(CNA)の建設に

着手する。同センターは国内で生産された農産品

を加工，保管，流通することを目的とする。イタ

リア開発銀行が本プロジェクトを融資(JA 4/13)。 

１１．民間投資法 

（１）現在国会にて審議されている改正民間投資

法は、民間人・法人による全ての投資（金額の上

限なし）に適用され、また国や公共機関による投

資案件については適用されないことが判明した。 

（AN 4/16）。 

（２）１９日，国会本会議にて民間投資法の総論

部分承認の評決がなされる予定。２０１５年の民

間投資法からの大きな変更部分は、２０１５年民

間投資法が規定するアンゴラ人出資比率制限（３

５％）の撤廃部分となる（OBS 4/18）。 

１２．繊維プラントの運営権 

エスパンサオ紙の調べによれば，現在３つの繊

維工場を運営する Alassola SA, Mahinajhu SA, 

Textang II が今後も継続して運営を行っていく

可能性が高いことが判明した。２０１７年１１月

に政府は今後入札制度を通じ工場の運営権を再度

入札にかけると発表していたところ，政府が一歩

後退した形となった(EX 4/6)。 

１３．モーリシャスへの不正送金疑惑 

アンゴラ政府はモーリシャスにおいてアンゴラ

人の資金が不正に蓄財されている可能性があると

して，アウグスト外務大臣からモーリシャス首相

に対し同資金をアンゴラに戻したい旨伝えている

(JA 4/17)。 

１４．ＩＭＦ関係 

（１）ＩＭＦ・世銀春期会合 

１５日付けの財務省コミュニケによれば，４月

２２日までの間，マンゲイラ財務大臣とマサーノ

ＢＮＡ総裁はＩＭＦ・世銀春期会合に出席するた

めワシントンを訪問する。マンゲイラ大臣は同会

合にて VTB，HSBC，Deutche Bank,Goldman Sachs

各行とも面談の機会を持つ予定(NJ 4/16)。 

（２）アンゴラが IMF の支援を要請 

 アンゴラ財務省は、マクロ経済安定化計画履行

のため、アンゴラ政府がＩＭＦに対し、財政支援

を伴わないプログラム（Policy Coordination 

Instrument：PCI）による支援を要請した旨を発

表（JA 4/18）。 

（３）ＩＭＦのアンゴラ訪問 

アンゴラ政府がＩＭＦに要請した技術支援プロ

グラム（ＰＣＩ）に基づきＩＭＦは専門家一行を

アンゴラに派遣し、財政・金融分野における評価

https://observador.pt/2018/04/06/angola-gastou-num-ano-mais-de-1-200-milhoes-para-manter-precos-baixos-nos-combustiveis/
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/57671/angola-e-russia-negoceiam-novo-satelite-para-substituir-angosat-1
https://opais.co.ao/index.php/2018/04/12/inflacao-com-valor-mais-baixo-de-dois-anos/
http://jornaldeangola.sapo.ao/reportagem/multinacional_chinesa_investe_na_construcao_e_na_formacao
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2018/3/17/Agricultura-industria-Huambo-vao-receber-investimentos-chineses,0317ac54-fe0f-4064-9bfb-b9dd5b08b70f.html
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/italianos_financiam_industria_alimentar
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/57663/proposta-de-lei-do-investimento-privado-nao-limita-montante
https://observador.pt/2018/04/18/deputados-angolanos-votam-lei-que-vai-liberalizar-investimento-estrangeiro/
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/governo_procura_reaver_dinheiro_nas_mauricias
http://www.novojornal.co.ao/economia/interior/ministro-das-financas-e-governador-do-bna-nos-eua-para-reunioes-de-primavera-com-fmi-e-banco-mundial-52748.html?utm_term=Bom+dia%2C+sim.+-+Newsletter+Novo+Jornal&utm_campaign=Newsletters&utm_source=e-goi&utm_medium=email
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola_bate_a_porta_do_fmi
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を行う。２２日、アベベ・セラシＩＭＦアフリカ

局長が明らかにした。同局長によれば、アンゴラ

のＧＤＰや予算、ソブリンファンドの存在や国際

収支（ＢＰ）に鑑みて、アンゴラに現時点で財政

支援が必要であるとは思わない旨発言。 

（JA 4/24）。 

（４）政府の対外債務 

１８日，ワシントンにてネト・コスタ経済企画

副大臣は，昨年末の時点でアンゴラの対ＧＤＰ比

対外債務率は６２．８％に達しており，具体的な

国名をあかすことなく現在政府は債務償還期限に

関し交渉を行っていると述べた(JA 4/19)。 

（５）ユーロ債発行 

２３日，世銀・ＩＭＦ春期会合において，マン

ゲイラ財務大臣は２０億ドルのユーロ債発行に関

するプレゼンテーションを投資家に向けて行う。

２０１５年のアンゴラ初の１５億ドルのユーロ債

発行時の金利は９．５％で償還期限は１０年間で

あった(OP 4/23)。マンゲイラ大臣によれば今次

ユーロ債の発行は５月に行い，金利は７％を想定

している(JA 4/22)。 

（６）IMF による世界経済見通し発表 

４月１７日、ＩＭＦは４月の World Economic 

Outlook を発表。ＩＭＦの予測では今年のアンゴ

ラのＧＤＰ成長率を２．２％、来年の成長率を２．

４％と算定した。なお昨年１０月時点の予測から

それぞれ、０．７％と０．６％上方修正されてい

る（JA 4/18）。 

１５．農業投資 

米 TSG Global Holdings 社は国外への輸出を念

頭におき，アンゴラにおける農業，繊維及びその

他のセクターへ２億ドル投資する(ME 4/19)。 

１６．ナミベ州における漁業 

ナミベ州政府によれば，２０１７年，同州は１

１万トンの海産物を生産した。２０１６年度の総

生産量と比べ８１７６トンの増加を記録。総生産

の内６０％に相当する７万８０００トンはイワシ

(JA 4/21)。  

１７．並行レート市場 

現在並行レート市場は４１５～４２０クワンザ

／ドルで推移しており，過去２ヶ月の間並行レー

トにおいて大きな変動がなく為替危機が始まって

から最長を記録。キンギーラス（道ばた両替商）

によれば，市場にクワンザが出回っていないのが

並行レートが安定している理由であり，この背景

にはＢＮＡが並行レート市場における外貨の価値

上昇を抑えるため，市場に出回る通貨量を抑える

政策をとっていることが挙げられる(AN 4/26)。 

１８．アンゴラ経済格付け 

格付け会社の Fitch Ratings は，アンゴラの長

期での対外債務リスクを引き続き「Ｂ」とし，投

資のためのクオリティーに欠けると判断した一方，

経済成長への展望に関して「ネガティブ」から

「安定」に修正した(MH 4/26)。同じく格付け会

社の Moody’s は，アンゴラの将来展望について

は「ネガティブ」から「安定」に修正したものの，

総合評価を「Ｂ２」から「Ｂ３」に下方修正した

(AN 4/30)。 

１９．３月の外貨準備高 

３月の外貨準備高は２月の１２８億ドルから１

３０億ドル台に持ち直した。外貨準備高の上昇は

過去５ヶ月で初めて。現在の外貨準備高は５．６

ヶ月分の輸入額相当で，政府の目標値である８ヶ

月分には及んでいない(EX 4/27)。 

 

                                                   
JA: Jornal de Angola， EX: Expansão， MH:Macau Hub,  DN: Diario de Noticias, NJ: Novo Jornal, VOA: Voice 

of America, CK: Club-K, AA: All Africa, AN:Ango Notícias, OBS: Observador, AP: Angop, AO24:Angola 24 horas, 

FT: Financial Times, PA: Portal de Angola, EIU: Economist Intelligence Unit, ME: Mercado, VE: Valor 

Económico，OP: O País, DV: Dinheiro Vivo, MSN:MSN, Vanguarda: AG 

http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/fundo_monetario_vai_diagnosticar_problemas_financeiros_angolanos
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/angola_quer_renegociar_divida
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/crescimento_de_angola_revisto_em_alta_para_220_por_cento
http://www.mercado.co.ao/business/companhia-americana-investe-usd-200-milhoes-na-industria-alimentar/
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/producao_de_peixe_no_namibe_subiu_para_110_mil_toneladas
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/57781/luanda-preco-de-divisas-nas-ruas-completa-periodo-de-maior-estabilidade
https://macauhub.com.mo/pt/2018/04/26/pt-fitch-ratings-mantem-notacao-de-risco-de-angola-mas-melhora-perspectiva/
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/57831/moodys-desce-rating-de-angola-para-b3-com-perspetiva-de-evolucao-estavel

